






昨年に引続き、同一検体中の TSHと T4 の両者を測定することにより、TSH 測定によるスク

リーニングと、T4 測定によるものとの優劣の比較を行った。TSH測定は、感度のよいもの

として、Corning Medica1 社のキットを使用し、T4 測定は Micromedic 社 Concept Ⅳを用

いている。今年度初めより、1月末迄の検体は 45,250 であったが、内 7,444検体は Concept 

Ⅳの故障のため T4 測定を中止し,37,806 検体について、TSH・T4 の両者を測定した。Concept 

Ⅳについては、6年間 35 万検体近く測定した為、部品の取替えが必要となったのである。 

スクリーニングの規準としては、TSH は高い方の 3%を再検し、12～3μU/ml 以上のものは

再採血を要求する。もし 50μU/ml 以上のものがあれば、精密検査に送る。再採血検体が

12～3μU/ml以上の場合には、精密検査を依頼した。T4 に関しては、初回の-2SD 以下のも

のを再検査し、－2.6SD 以下のものについては再採血を依頼し、再採血検体が－2.6SD 以下

となった場合には、精密検査を依頼した。しかし、現実には、試薬のロット差があり、内

部標準検体の測定値あるいはその回のTSH・T4測定値の分布から見て、アッセイによって

は、多少の調整を行った。今年度に入り、1月末までに、再採血を要請した数は、TSH 測定

で 170(0.37%)で、直接精査が 8名であり、T4 測定では 177 名(0.46%)である。 


